
２０１５年１２月１３日（日）、中央図書館で東京外国語大学アジア・アフリカ

言語文化研究所所長の飯塚正人教授による講演会「２時間でわかるイスラーム」

を開催しました。 

 

 

研究所所長の執務に加え、各所での研修や講演を行っている飯塚先生ですが、

今回は、イスラームの思想や文化を中心にお話いただきました。 

 

 

お話の導入として、イスラームの世界分布や国別のイスラーム教徒の人口など

のご説明がありました。東南アジアでイスラーム教徒が多い地域がインドネシ

アまでとなっているのは、フィリピンがスペインの植民地であったことも要因、

という興味深いお話もありました。 

 



 

イスラーム信仰の基本について、ユダヤ教やキリスト教と比較しながら、わか

りやすくご説明いただきました。 

 

 

ラマダーンはイスラーム教徒の果たすべき厳しい義務という印象がありました

が、飲食が許される日没後は大宴会になることがあり、ラマダーン月の肉の消

費は通常時の数倍にもなることもあるそうです。 



 

ラマダーン月の禁止事項について、このような説明を作っている国もあるそう

です。イスラームではお酒は元々禁止であったような気もしますが…。 

 

 

講演終了後も多くの方が熱心に質問されていました。 

今回の講演で、イスラームが決してわかりづらいものではないことや教義など

についても柔軟な解釈がなされていることを知ることができました。 

図書館には飯塚先生の著書のほか、イスラームに関する本を多くそろえていま

す。もっとイスラームのことが知りたい、という方はぜひ府中市立図書館まで

ご相談ください。 


